
令和８年度 第１回松本市社会福祉審議会児童福祉専門分科会 議事録 

  

日 時 令和８年８月７日（金） １３：３０～１５：００ 

会 場 松本市役所３階 大会議室 

出席者 
佐藤会長、海野副会長、田中委員、高山委員、高津委員、谷田部委員、久保田委

員（７名） 

次 第 

 

１ 開会 

２ こども若者部長あいさつ 要旨 

本日はご出席をいただき、また日頃からそれぞれのお立場で、松本市の子供たちの

健やかな成長のためにご尽力をいただき、心から感謝申しあげます。 

さて、第３次松本市子ども・子育て支援事業計画が、令和７年度にスタート。切れ

目のない支援を推進し、すべての子どもにやさしいまちを基本理念に、子どもたちが

未来に希望を抱いて成長していけるよう取り組んでいくものです。これまでの間、待

機児童ゼロを達成、こども誰でも通園制度を開始、地域のニーズに応じて放課後の居

場所づくりを進めています。 

本日は、この計画に係る令和７年度の事業報告などに加え、就学前児童の一時預か

りに対する補助事業について協議。活発な議論と建設的なご意見を賜りますようお願

い申しあげます。 

３ 自己紹介 

  【委員及び事務局職員から自己紹介】 

４ 会長の選任 

  昨年度末に会長の平林委員が退任したことに伴い、本審議会条例第７条第３

項に基づき会長を選任。佐藤 奈保委員を会長とする事務局案が承認されまし

た。 

５ 議事（議事進行 佐藤会長） 

  別紙「議事」のとおり  

６ その他 特になし 

７ 閉会 



【別紙】議事 

議 事 

 

 

⑴ 報告事項１ 

  令和８年度就学前教育・保育施設整備交付金事業について 

  【事務局（保育課）説明】 

【質疑・意見】 質問・意見なし 

  

⑵ 協議事項 

保育提供体制の確保のための実施計画による財政支援について 

【事務局（保育課）説明】 

【質疑・意見】 

 ＜委員＞ 

待機児童数（資料Ｐ４）がゼロとなっている。待機児童がいないのに、 

この補助事業を申請する際、国から指摘されることはあるのか。 

   ＜事務局＞ 

→採択の要件が、過去直近３か年で待機児童が１人以上となっている。 

この要件はクリアしています。 

  

＜委員＞ 

この事業を活用する施設が、６施設（資料Ｐ５）となっているが、実 

際の状況は？ 

＜事務局＞ 

→就学前教育・保育施設整備交付金で新築が１件あるほか、別の補助金 

で改修を２件予定しています。残り３件は取下げとなります。 

 

＜委員＞ 

定員増加数（資料Ｐ４）が１１４名との説明であったが、実際には半 

分くらいになるのではないか。どのような見込みなのか。 

＜事務局＞ 

→実際には、半分になる見込み。３施設で５７名と修正します。 

    

   ＜委員＞（意見） 

今回から国への申請には、地方版子ども・子育て会議等の承認が必要 

となった。この会議で、しっかり見込みをしていかないといけないなと 

感じている。 

    

   ＜委員＞ 

利用定員数（資料Ｐ４）について、年々子どもの数が減っている中、 

今後どのような見込みをしているか。 

   ＜事務局＞ 

→子どもの数は減る見込みでありますが、自治体としては、これまでの 



量は確保したいと考えています。 

 

＜委員＞ 

資料４ページの利用定員数などを見ると、０～２歳児までが増えてい 

るので、３歳児以上もスライドして増えていくように見える。実際はど

ういう状況か？ 

   ＜ほか委員＞ 

    →０～２歳児については、預ける方が増加傾向にあるため、申込率など

が伸びている状況。ただし、少子化で、生まれる子どもの数はどんどん

減っているので、実際は減少していく見込みとなる。 

 

  【集約】 

    承認とします。ただし、６施設を３施設にするなど、申請時から変更す

る部分がありますので、修正をお願いしたいと思います。 

 

 ⑶ 報告事項２ 

  ア 令和７年度事業報告等について 

   (ｱ) こども育成課 

     放課後児童対策（放課後児童健全育成事業）について 

   【事務局（こども育成課）説明】 

【質疑・意見】 

    ＜委員＞ 

中学校で部活がなくなることで、これまでの部活動に入らない 

中学生たちの居場所はどうなるのか。 

    ＜事務局＞ 

→令和１１年度に菅野児童センターを学校敷地内に移転する計 

画です。狭あい化の解消にとどまらず、学校敷地内に移転するこ 

とで、子ども・保護者にとって、より安心・安全な居場所にした 

いと考えています。 

部活動の地域展開などによって、これまでの部活動に入らない 

中学生も増えてくると思いますので、教育委員会との調整などが 

必要なため時間はかかりますが、そういった子どもの居場所とな 

るような方向で進めていこうと考えています。 

      ＜委員＞（意見） 

共働きの保護者にとっては、そういった居場所があると安心で 

きると思うので、ぜひ進めてほしい。 

 

      ＜委員＞ 

狭あい化対策をしている８施設は、長期休暇期間中以外も狭あ 

い化しているのか？ 

  



      ＜事務局＞ 

       →夏休みに限らず平時から狭あい化しています。 

 

      ＜委員＞ 

継続利用児童数（資料Ｐ７）には、一時的に利用する子どもの 

数は含まれているのか？ 

      ＜事務局＞ 

       →含まれていません。資料の継続利用児童数は、月の半数以上を

ご利用いただいている子どもの数です。 

 

＜委員＞ 

一時的利用の児童数を含めると、資料からでは分からない狭あ 

い化となっている施設もあるのではないかと思う。そういったこ 

とも含め、狭あい化対策を考えてもらいたい。 

＜事務局＞ 

       →来年度以降は、近隣の公共施設が活用できるのであれば、お

願いしていきたいとは思っています。 

 

＜委員＞ 

        学校施設を借用する場合、日によって使える場所が変わること

があり、子どもたちの安全確保の方法が変えざるを得ないことも

ある。こういったことにも配慮しながらこの取組みを進めてほし

い。 

      ＜事務局＞ 

       →子どもや支援員の方にとって、同じ場所であるのが一番かと思

いますが、施設の職員体制などの理由で、場所が使えない日が発

生してしまいます。今後は、施設側の都合を調整しながら、分散

化を進めたいと考えます。 

 

  ＜委員＞（意見） 

        国でも進めているサードプレイス、第３の居場所をどれだけ作

れるかが、今後の課題だと思う。居場所には、子どもを預ける居

場所もあるが、子どもが活躍できる居場所もある。私の園では、

卒園児の小学生や中学生が夏休みに園に来て、園児のケアや一緒

に遊ぶなどをやってもらっている。卒園児も園児も楽しそう。 

        保護者の働き方もセーブするより、フルに働く方向に変わって

きている。だから、子どもは減少しているが、児童クラブの利用

者はなかなか減らない状況かと思う。松本市は公立の居場所が多

いが、全国的には民営が多い。そういった点も踏まえ、今後は、

長期休暇中の第３の居場所の方向性を考える必要があると思う。 



＜会長＞ 

いくつかご意見がありましたので、今後の方針や計画などに盛

り 込むなどの検討をお願いします。 

 

    (ｲ) こども福祉課 

ａ こんにちは赤ちゃん事業（乳幼児全戸訪問事業）について 

【事務局（こども福祉課）説明】 

【質疑・意見】 

     ＜委員＞ 

外国籍の方に対しても、お母さんの気持ち質問票（エジンバ 

ラ産後うつ質問票）は回答できるようになっているか。 

       ＜事務局＞ 

→訪問の時は、通訳の方も一緒に訪問していただいています

が、エジンバラ等は難しいので、検診のときなどに、状況を確

認しているのが現状です。 

 

     ＜委員＞ 

       民生委員をやっていただける方がいない地区があるとのこ

とだが、そういう状況の中、民生委員による家庭訪問がうまく

実施できているのか。 

     ＜事務局＞ 

      →確かに、昨年１２月の改選で地区によっては定員を満たして

いない地区もありますが、各地区の民生の定例会の時に、話を

聞きながら、現状に合わせて訪問がしやすい形に変えている状

況です。 

 

     ＜委員＞（意見） 

       外国籍の方へのケアの方向性は、国ごとで違って、共通する

ところがないので、難しいところだと思う。医療機関、検診、

訪問など、どの場で誰がモニタリングするのかも検討してもら

えればいいかなと思う。 

 

     ＜委員＞（意見） 

お母さんの気持ち質問表の結果で、２０～２５％が回収でき 

ていない。重層的な支援の中で、どこかのタイミングでアプロ 

ーチできるような体制をお願いしたい。 

     

     ｂ 子育て短期支援事業について 

【事務局（こども福祉課）説明】 

【質疑・意見】 

質問・意見なし 



 

  イ 教育・保育施設の認可及び施設類型の変更について 

【事務局（保育課）説明】 

【質疑・意見】 

  ＜委員＞（意見） 

松本市は、小規模保育施設を増やしてきた。国がゼロ歳から１８歳

までの教育の連続性を重視する中、松本市でも、園・小接続に力を入

れ、園長・校長懇談会などで、接続プログラムを作成している。一方

で、小規模保育施設と卒園後の施設との接続があまりできていないよ

うに感じている。接続がしっかりできるよう、保育所保育指針の理解

や連携園との関わりの状況を含め、今後の行政指導、監査で確認して

いっていただきたい。  

（以上） 


